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　 奥羽大学歯学会 は52回,歯学会雑 誌は38巻を数 え,歴 史 と伝統 の重み が感 じ られ ます。
私 も歯科医師 とな り,学 会 に入会 して早,1/3世 紀 の歳 月が流れ ま したが,他 科 の先
生が報告す る学会発表のお手伝 いが,研 究活動 のスター トで した。
　 臨床 の場 に身 を置 き,研 究 を志す歯科 医師の殆 どは,数 々の格 言を耳 に して きた と思
い ます。その一つ に 「研究 テーマは臨床 か ら見つ けな さい」 と う名句 を多 くの諸先輩 か
ら,一 度 は聞か されて今 に至 ってい るのではないで しょうか。研究者の末席 に就 いた時
か ら,こ の格言が 自分の周 りに住 み続 けています。一方,診 療 は先輩や憧 れの人 のス タ
イル をまね る,形 か ら入 る人が多い と思 い ます。我 々臨床の場 は技術系 を謳 っています
ので,徒 弟制 の名残 で この よ うな形式 にな って しま うと思 われ ます。研 究面 において,
自分の師匠や達人 と称 され る先人の方法論 を参考 にす るのは必然 と推測 されます。
　 課程博士が今ほ ど一般 的でなかった時代 には,診 療や教育 な どに携 わ る一方 で先輩の
研究 を手伝いなが ら,研 究 のノウ ・ハ ウを学び ま した。その頃,顎 関節症 は殆 ど手 がつ
け られ なかった領域 で,自 分 が携わ ってい る研 究 を教授 に説明す る機会 があ り,手 っ取
り早 くまとめやすいのが臨床 ・診療の統 計で した。その折,自 分 が研究者 と して,臨 床
家 と して足 りない部分 を指摘 ・認識 させ られ ま した。おかげで克服すべ きハ ー ドルが見
え,自 分 自身 の向上心 で一 心不乱 に努力 で きました。次に,「失敗か ら学び な さい」 も
よ く耳 に し,目 にす る言葉 の一つ だ と思 います。失敗 の原 因や要因 を探究す ることで,
成功す るための道筋 が開 けて くる場合 が あります。
　 2010年度版 のモデル ・コアカ リキュ ラムに,歯 科 医師 として求め られ る基本的 な資
質 と して 「研究志 向」(歯科 医学 ・医療 の進歩 と改善 に資す るため に研 究 を遂行す る意
欲 と基礎 的素養 を有す る。)が盛 り込 まれてい ます。 そ こで我 々臨床 家 は,自 然科学 を
実践 す る立場 か ら,自 己 を振 り返 り,次 な る高 みを 目指 し,臨 床 を科 学す ることも生 き
がいの一つ と して必要で あろうと思います。
　研究 や臨床 を順風満 帆で送 る人 は少 な く,多 くの方々は山 あり,谷 あ りの人生 を送 っ
てい ると思 います。私 は,研 究 や臨床 で行 き詰 った時,過 去の実験 や診療 などの途 中経
過 を一旦 まとめ,自 分の方法 を顧 み,欠 陥や不備 を見出す ことで助 か りました。 その意
味で論文記述 は,自分の生 き様 を世 に問 う一つ の方法 であると考 えます。 ある人 は,「自
分 の恥 を世間 に晒す」 もの と表現 して います。無論 「・・賞」 を受賞 され るよ うな論文
は この範疇 には入 りませ ん し,別 格です。人生の半ば を超 える頃,自 分 が最初 に書いた
論文 を見直す と,あ まりの稚拙 さや冗長 さに恥 じ入って しまうと,諸 先輩方が話 されて





おける査読では,論文の内容 と異なる領域の方が選任 される場合もあるようです。 この
ような場合の査読者の指摘事項は,体裁に終始するのが常のようですが,内容に踏み込











出すためには,多 くの症例から共通事項を見出す必要があり,一旦,自 分を振り返 る意
味で,論 文にまとめて反省点や検討項目を追加する必要があるで しょう。更に,例外点
が見出 され,研究すべ きテーマが見つかる場合も多くあるようです。
　近年,臨 床情報 を論文記載に使用する場合 は,各施設の倫理規定に抵触の疑いが無い
かを検討する必要がある場合があります。個人情報を使用するためには,個人情報に配
慮 してインフォーム ド・コンセントを実践 した証明が必要となるでしょう。本学会雑誌
は,査読制を導入 して体裁から内容にまで踏み込んだ校閲が行われるようになっていま
す。本学学会の若い会員の先生方は,論文 としてまとめ,今後の研究者としての一歩を
踏み出して頂きたいと思います。是非,多 くの学会員の皆様の論文発表があることを期
待 し,学会の更なる発展を祈念 します。
(奥羽大学歯学部附属病院長)
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